
修
旅
の「
過
去
、現
在
、未
来
」語
る

脳
科
学
者
、茂
木
氏
が
記
念
講
演

創立周年で大会
全国修学旅行研究協会

「
新
学
習
指
導
要
領
」を
主
題
に

学
校
長
ら
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

日
本
修
学
旅
行
協
会

教
育
旅
行
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
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全
国
修
学
旅
行
研
究
協
会
（
全
修
協
、
岩
瀨
正
司
理

事
長
）
は
７
月

日
、
東
京
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル

市
ヶ
谷
で
創
立

周
年
記
念
式
典
と
研
究
大
会
（
文
部

科
学
省
、
観
光
庁
、
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
協
定
旅
館

ホ
テ
ル
連
盟
、
日
本
旅
行
業
協
会
、
観
光
経
済
新
聞
社

な
ど
後
援
）
を
開
い
た
。
関
係
者
２
０
０
人
以
上
が
参

加
し
た
。

５
氏
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

岩
瀨
全
修
協
理
事
長

茂
木
氏
の
記
念
講
演

石
川
氏

清
水
氏

青
木
氏

パネルディスカッションの様子

　
日
本
修
学
旅
行
協
会（
日
修
協
、竹
内
秀
一
理
事
長
）

は
８
月

日
、
「
第

回
教
育
旅
行
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

を
東
京
都
墨
田
区
の
江
戸
東
京
博
物
館
で
開
催
し
た
。

「
新
学
習
指
導
要
領
の
も
と
教
育
旅
行
は
ど
こ
に
向
か

う
か
」
を
主
題
に
、
中
学
校
、
高
等
学
校
の
学
校
長
ら

に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
展
開
し

た
。

柴
氏

亀
澤
氏

竹
内
日
修
協
理
事
長

　
地
方
自
治
体
や
小
学
校
、

中
学
校
、高
等
学
校
、大
学
、

観
光
業
の
関
係
者
な
ど
が
多

数
来
場
し
た
。

　
冒
頭
、
主
催
者
あ
い
さ
つ

で
辻
村
哲
夫
名
誉
会
長
は

「
修
学
旅
行
、
教
育
旅
行
は

わ
が
国
独
自
の
特
色
を
持
っ

た
教
育
活
動
と
し
て
定
着
し

て
い
る
。
新
し
い
学
習
指
導

要
領
が
告
示
さ
れ
た
の
を
機

に
、
改
め
て
そ
の
在
り
方
や

旅
行
先
の
選
定
の
仕
方
、
実

施
の
仕
方
を
考
え
直
し
、
さ

ら
に
知
恵
を
出
し
、
も
っ
と

良
い
修
学
旅
行
、
教
育
旅
行

を
作
り
上
げ
て
い
く
時
期
に

今
来
て
い
る
」
と
今
回
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
主
題
を
設

定
し
た
意
図

を
示
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
前
半
で

文
部
科
学
省

初
等
中
等
教

育
局
児
童
生

徒
課
長
の
坪

田
知
広
氏
が
「
今
後
の
教
育

旅
行
の
在
り
方
に
つ
い
て
～

新
学
習
指
導
要
領
の
実
施
を

見
据
え
て
～
」
と
題
し
て
基

調
講
演
を
行
い
、
新
学
習
指

導
要
領
の
ポ
イ
ン
ト
を
解

説
。
後
半
で
５
人
の
パ
ネ
リ

ス
ト
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

務
め
た
竹
内
理
事
長
は
「
現

在
、
中
学
校
、
高
等
学
校
に

と
っ
て
新
学
習
指
導
要
領
は

最
も
関
心
の
高
い
テ
ー
マ
で

は
な
い
か
。
こ
れ
ま
で
何
を

学
ぶ
か
に
焦
点
が
合
っ
て
い

た
が
、
こ
れ
に
加
え
て
、
ど

の
よ
う
に
学
ぶ
か
、
何
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
か
も
大
切

に
さ
れ
て
い
る
。
生
徒
の

『
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
』
を
構
築
す
る
こ
と
が

学
校
に
求
め
て
い
る
」
と
新

学
習
指
導
要
領
に
つ
い
て
説

明
。
今
後
、
修
学
旅
行
を
主

と
し
た
教
育
旅
行
は
「
新
学

習
指
導
要
領
の
狙
い
を
反
映

し
た
も
の
に
な
っ
て
い
く
」

と
見
通
し
を
述
べ
た
。

　
新
学
習
指
導
要
領
に
よ
っ

て
中
学
校
は
ど
う
変
わ
っ
て

い
く
の
か
。パ
ネ
リ
ス
ト
の
、

東
京
都
狛
江
市
立
狛
江
第
三

中
学
校
校
長
の
亀
澤
信
一
氏

は
「
方
向
性
は
変
わ
ら
な
い

が
、
質
を
ど
う
上
げ
る
か
、

深
い
学
び
を
ど
う
追
求
で
き

る
か
と
い
う
方
向
に
行
く
。

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学

び
の
中
で
、
『
深
い
学
び
』

が
一
番
重
要
だ
」
と
持
論
を

示
し
た
。
「
生
徒
た
ち
が
興

味
、関
心
を
さ
ら
に
広
げ
る
。

深
く
理
解
す
る
。
自
分
の
新

た
な
考
え
を
形
成
す
る
。
こ

う
い
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
く
る
と
深
い
学
び

に
つ
な
が
っ
た
と
言
え
る
の

で
は
な
い
か
」
と
語
っ
た
。

　
大
阪
府
立
大
手
前
高
等
学

校
校
長
の
柴
浩
司
氏
は
、
修

学
旅
行
に
つ
い
て
「
目
的
を

明
確
に
し
て
お
く
こ
と
が
大

事
だ
。
目
的
を
明
確
に
し
な

い
と
質
が
上
が
ら
な
い
」
と

強
調
。
同
校
は
「
都
会
の
学

校
な
の
で
、
自
然
や
環
境
、

歴
史
と
い
っ
た
わ
が
国
の
郷

土
を
愛
す
る
心
、
自
分
の
地

域
や
自
分
の
国
を
知
る
こ
と

を
大
事
に
し
て
い
る
。
そ
の

な
か
で
集
団
活
動
を
や
る
、

人
と
触
れ
合
う
、
そ
し
て
心

を
磨
く
」と
い
う
。そ
し
て
、

新
学
習
指
導
要
領
に
か
な
っ

た
目
的
の
遂
行
に
は
、
教
育

旅
行
の
行
き
先
や
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
大
き
く
関
係
す
る
と
の

見
解
を
述
べ
た
。

　
受
け
入
れ
地
で
は
、
新
学

習
指
導
要
領
の
方
向
性
に
沿

っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
を

ど
う
進
め
て
い
る
の
か
。

　
東
日
本
大
震
災
後
、
町
民

に
よ
り
「
震
災
の
語
り
人
」

を
組
織
し
、
訪
問
者
に
福
島

の
現
在
を
語
る
活
動
を
続
け

て
い
る
、
富
岡
町
３
・

を

語
る
会
。
代
表
の
青
木
淑
子

氏
は
「
新
学
習
指
導
要
領
を

念
頭
に
置
い
て
い
る
わ
け
で

も
な
く
、
教

育
旅
行
だ
け

を
視
野
に
入

れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い

が
、
（
語
る

会
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
）
ぴ

っ
た
り
だ
」

と
ア
ピ
ー
ル

し
た
。

　
信
州
い
い
や
ま
観
光
局
営

業
企
画
課
営
業
係
長
の
清
水

公
一
氏
は
「
長
野
県
飯
山
市

は
約

年
前
か
ら
信
濃
平
、

戸
狩
地
域
を
中
心
に
現
在
の

民
泊
の
走
り
で
あ
る
『
農
家

民
宿
』
で
の
分
宿
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
手
掛
け
て
い
る
。
『
主

体
的
』
『
対
話
的
』
に
つ
い

て
は
、
民
宿
の
お
父
さ
ん
・

お
母
さ
ん
と
の
触
れ
合
い
で

で
き
て
い
る
部
分
が
あ
る
と

思
う
」
と
語
っ
た
。

　
被
爆
地
と
い
う
こ
と
で
平

和
学
習
の
教
育
旅
行
が
実
施

さ
れ
て
い
る
長
崎
。
Ａ
Ｎ
Ａ

ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
長

崎
グ
ラ
バ
ー
ヒ
ル
フ
ロ
ン
ト

オ
フ
ィ
ス
シ
ニ
ア
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
の
石
川
雅
朗
氏
は
、

「
平
和
継
承
は
長
崎
の
責
務

と
考
え
る
中
で
、
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
を
取
り

入
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築

を
目
指
し
て
い
る
」
と
地
域

で
の
取
り
組
み
を
述
べ
た
。

　
協
会
は
修
学
旅
行
の
安
全

性
確
保
な
ど
を
狙
い
に
１
９

５
５
年
創
立
。
１
９
５
７
年

に
財
団
法
人
と
し
て
設
立
が

許
可
さ
れ
て
、
今
年
で

年

を
迎
え
た
。
式
典
で
は
岩
瀨

理
事
長
が
協
会
設
立
の
意
義

を
改
め
て
強
調
し
た
ほ
か
、

引
き
続
き
行
っ
た
研
究
大
会

で
は
「
修
学
旅
行
の
過
去
・

現
在
・
未
来
」
な
ど
を
テ
ー

マ
に
旅
行
、
教
育
関
係
者
５

氏
が
登
壇
。
脳
科
学
者
の
茂

木
健
一
郎
氏
が
記
念
講
演
を

行
っ
た
。

　
式
典
で
岩
瀨
理
事
長
は

「
修
学
旅
行
は
第
二
次
大
戦

後
、
困
難
な
環
境
の
も
と
で

い
ち
早
く
復
活
し
た
が
、
劣

悪
な
食
料
と
交
通
事
情
の
中

で
多
く
の
事
故

が
起
こ
る
な

ど
、
実
施
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
困

難
が
つ
き
ま
と

っ
た
。
事
態
を

憂
慮
し
た
教
育

関
係
者
に
よ
っ

て
『
教
育
性
の

充
実
』
『
安
全
性
の
確
保
』

『
経
済
性
の
適
正
化
』
を
目

指
し
て
誕
生
し
た
の
が
こ
の

協
会
だ
」
と
設
立
当
時
を
述

懐
。
「

年
を
機
に
、
改
め

て
設
立
の
趣
旨
を
心
に
刻
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ

か
ら
も
日
本
の
学
校
教
育
振

興
の
お
役
に
立
つ
こ
と
を
誓

う
」
と
宣
言
し
た
。

　
来
賓
と
し
て
、
文
部
科
学

省
初
等
中
等
教
育
局
児
童
生

徒
課
の
坪
田
知
広
課
長
、
観

光
庁
の
秡
川
直
也
審
議
官
、

賛
助
会
員
を
代
表
し
て
近
畿

日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
の
田
ヶ
原

聡
社
長
が
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を

述
べ
た
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
今
年
で

回
目
を
迎
え
た

研
究
大
会
は
、
「
感
性
を
は

ぐ
く
む
修
学
旅
行
」
「
学
び

の
集
大
成
を
図
る
修
学
旅
行

『
修
学
旅
行
の
過
去
・
現
在

・
未
来
』
」
を
テ
ー
マ
に
実

施
。

　
第
１
部
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
、
元
文
部
省
主
任
視
学

官
で
東
京
農
業
大
学
客
員
教

授
の
渡
部
邦
雄
氏
を
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
、
５
氏
の
専
門

家
を
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と
し
て

「
修
学
旅
行
の
過
去
・
現
在

・
未
来
」
を
語
っ
た
。

　
文
科
省
の
坪
田
課
長
は
平

成

年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る

新
学
習
指
導
要
領
に
触
れ
、

「
何
を
学
ぶ
か
だ
け
で
な

く
、
学
ん
で
何
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
か
、
ど
の
よ
う
に

学
ぶ
か
を
明
記
し
た
の
が
要

領
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
だ
。
修

学
旅
行
の
意
義
が
さ
ら
に
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
だ
ろ

う
」
と
強
調
。

　
日
本
旅
行
業
協
会
の
越
智

良
典
理
事
・
事
務
局
長
は

「
修
学
旅
行
は
世
界
で
も
類

を
見
な
い
、誇
る
べ
き
行
事
。

旅
行
会
社
は
素
晴
ら
し
い
取

り
組
み
に
関
わ
っ
て
い
る
の

だ
と
、
誇
り
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
」
と
、
旅
行

業
者
の
立
場
か
ら
述
べ
た
。

　
全
日
本
中
学
校
長
会
の
直

田
益
明
会
長
、
早
稲
田
大
学

大
学
院
教
職
研
究
科
の
小
山

利
一
教
授
は
「
こ
れ
か
ら
の

キ
ー
ワ
ー
ド
は
『
体
験
』
。

自
分
で
考
え
、
行
動
す
る
経

験
が
糧
と
な
る
だ
ろ
う
」
な

ど
と
今
後
の
修
学
旅
行
の
展

望
に
つ
い
て
述
べ
た
。

　
脳
科
学
者
の
茂
木
氏
は

「
脳
の
学
び
の
機
会
と
し
て

の
修
学
旅
行
」
と
題
し
て
講

演
。

　
「
人
は
旅
を
す
る
こ
と
で

前
頭
葉
が
鍛
え
ら
れ
る
。
不

確
実
な
出
来
事
に
対
応
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
か
ら
だ
。

旅
先
で
予
想
し
な
か
っ
た
出

来
事
に
遭
い
、
人
生
が
い
い

意
味
で
変
わ
る
。
こ
れ
が
最

高
の
修
旅
だ
」
と
述
べ
た
。

　
参
観
し
た
教
育
関
係
者
、

観
光
関
係
者
か
ら
は
次
の
よ

う
な
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。

　
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

こ
れ
か
ら
の
修
学
旅
行
で
何

を
意
識
し
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
か
よ
く
分
か
っ

た
。
わ
れ
わ
れ
教
員
の
や
ら

な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
を

強
く
意
識
で
き
た
。
記
念
講

演
は
と
て
も
面
白
か
っ
た
。

修
学
旅
行
を
別
の
角
度
か
ら

見
て
、
今
後
の
修
学
旅
行
の

考
え
方
が
変
わ
っ
た
」
（
教

育
関
係
）
。

　
「
修
学
旅
行
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
き
っ
か
け
と
な
っ

た
」
（
教
育
関
係
）
。

　
「
茂
木
先
生
の
話
で
、
修

学
旅
行
の
未
来
を
考
え
る
だ

け
で
な
く
、
教
育
の
未
来
を

考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
探

究
学
習
が
日
本
の
未
来
を
変

え
る
」
（
教
育
関
係
）
。

　
「
課
題
（
金
額
等
）
、
全

国
の
傾
向
を
知
る
こ
と
で
対

応
の
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
い

た
。
新
学
習
指
導
要
領
を
参

考
に
し
、
受
け
入
れ
態
勢
、

メ
ニ
ュ
ー
等
を
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
う
。
学
校
、

生
徒
の
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り

と
つ
か
み
、
自
館
訪
問
に
よ

り
学
習
内
容
、

効
果
を
明
確
に

し
、
ご
提
案
で

き
る
よ
う
に
努

め
た
い
と
感
じ

た
。
自
館
の
取

り
組
み
に
つ
い

て
考
え
る
機
会

と
な
っ
た
」

（
観
光
団
体
・
観
光
施
設
）。

　
「
現
場
、
旅
行
会
社
、
文

科
省
と
同
じ
問
題
に
つ
い
て

違
う
視
点
か
ら
い
ろ
い
ろ
な

意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て

大
変
参
考
に
な
っ
た
。
記
念

講
演
も
脳
科
学
者
の
見
方
も

入
れ
つ
つ
、
分
か
り
や
す
く

楽
し
く
お
話
し
さ
れ
て
い
て

面
白
か
っ
た
」（
運
輸
機
関
）。

　
「
旅
（
修
学
旅
行
）
が
生

徒
の
成
長
に
与
え
る
効
果
の

大
き
さ
を
改
め
て
認
識
す
る

大
変
よ
い
時
間
に
な
っ
た
」

（
旅
行
関
係
）
。


